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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、週初は
前週末の米国市場でＮＹダウが終値で2万ドルを
回復したことから、投資家心理の改善による買い
が優勢となりました。週央は、外国為替市場の動
向や10日（金）に日米首脳会談を控え様子見ムー
ドとなったものの、週末は、米トランプ大統領が
法人減税策の発表を示唆したことが伝わり、日本
株も大幅に上昇しました。（週末引け値：
19,378.93円）

 週間では、日経平均株価は2.44％の上昇、東証株
価指数は2.08％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年2月6日～2月10日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で低下となりました。週初は、日銀の買い入れオペ
で、残存期間10年超の買い入れが増額されなかった
ことを受けて売られました（利回りは上昇）。週末
にかけては、米長期金利の低下や欧州政治の先行き
不透明感の高まりを受けて買われました（利回りは
低下） 。週末は日銀の買い入れオペの結果が需給の
引きしまりを示したとの見方から、利回りは前日比
で横ばいとなりました。（週末引け値：0.092％）

 週間では、10年国債金利は0.008％の低下となりま
した。

（審査確認番号H28-TB306）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、週初は、今春
に控えた仏大統領選挙の行方に対する不透明感から
売りが優勢となりました。週末までは目立った材料
もなく一進一退の展開となりましたが、週末は良好
な米経済指標やトランプ米政権から大規模な減税策
が打ち出されるとの期待などを背景に、9日（木）、
10日（金）の連日で史上最高値を更新しました。
（週末引け値：20,269.37ドル）

 週間ではNYダウは0.99％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、米連邦準備制度理事会
（ＦＲＢ）が早期利上げを実施するとの観測が後退
し、日米金利差縮小を見込んだ円買い・米ドル売り
が優勢となりました。日米首脳会談を控えた持ち高
調整や、欧州政治の先行き不透明感を受けて週央ま
では一進一退となったものの、週末はトランプ米政
権が大規模減税を打ち出すとの見方から、円を売っ
て米ドルを買う動きが広がりました。（週末引け
値：113円15銭～25銭）

 週間では米ドル/円は0.54％の円安、ユーロ/円は
0.79％の円高となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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